
2023年３月期 第３四半期決算短信〔日本基準〕(連結)
2023年２月14日

上 場 会 社 名 株式会社一家ホールディングス 上場取引所 東

コ ー ド 番 号 7127 URL https://ikka-holdings.co.jp/

代 表 者 (役職名) 代表取締役社長 (氏名) 武長太郎

問合せ先責任者 (役職名) 取締役管理部長 (氏名) 高橋広宜 (TEL) 047-316-0561

四半期報告書提出予定日 2023年２月14日 配当支払開始予定日 －

四半期決算補足説明資料作成の有無 ：有

四半期決算説明会開催の有無 ：無

　

(百万円未満切捨て)

１．2023年３月期第３四半期の連結業績（2022年４月１日～2022年12月31日）

（１）連結経営成績(累計) (％表示は、対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2023年３月期第３四半期 6,216 111.3 114 － 101 － 45 △87.5

2022年３月期第３四半期 2,942 － △580 － △590 － 362 －
(注) 包括利益 2023年３月期第３四半期 44百万円( △87.7％) 2022年３月期第３四半期 362百万円( －％)
　

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

2023年３月期第３四半期 6.78 6.48

2022年３月期第３四半期 54.67 52.66
　

（注）当社は、2021年10月１日に単独株式移転により設立されたため、2022年３月期第３四半期の対前年同四半期増
減率については、記載しておりません。

　

（２）連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

2023年３月期第３四半期 4,708 662 13.5

2022年３月期 4,658 598 12.6
(参考) 自己資本 2023年３月期第３四半期 637百万円 2022年３月期 585百万円
　　

　

２．配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2022年３月期 － 0.00 － 0.00 0.00

2023年３月期 － 0.00 －

2023年３月期(予想) 0.00 0.00
　　　

３．2023年３月期の連結業績予想（2022年４月１日～2023年３月31日）

(％表示は、対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 8,961 － 279 － 255 － 159 － 23.93
(注) 直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無
　

（注）１．当社は2021年10月１日に単独株式移転により設立されたため、前期実績はありません。
２．当社は年次での業績管理を行っておりますので、第２四半期（累計）の連結業績予想の記載を省略してお

ります。

　　

user
財務会計基準機構



※ 注記事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 ： 有

　 (連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動)

新規 １社（社名） 株式会社Ego 、除外 －社（社名） －
　

　

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無
　

　

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 有

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無
　

　

（４）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 2023年３月期３Ｑ 6,683,700株 2022年３月期 6,657,000株

② 期末自己株式数 2023年３月期３Ｑ －株 2022年３月期 －株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 2023年３月期３Ｑ 6,670,942株 2022年３月期３Ｑ 6,630,892株

　
　

※ 四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
本資料に記載されている業績の見通しに関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する
一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束するものではなく、実際の業績等は様々な要因により大き
く異なる可能性があります。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

文中の将来に関する事項は、当第３四半期連結会計期間の末日現在において判断したものであります。

(1) 業績の状況

当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、新型コロナウイルスの感染拡大の長期化や、ロシア・ウクラ

イナ情勢、急速な円安の進行の影響などの懸念により、未だ景気の先行きは極めて不透明な状況が続いておりま

す。

外食業界におきましては、新型コロナウイルス感染者数は４月より徐々に減少傾向で推移したものの、７月頃か

ら第７波の影響により感染者数が急増いたしました。その後、感染者数は徐々に減少したものの、需要は未だ回復

途中であり、加えて、原材料費の高騰や、コロナウイルス感染拡大に伴う政府自治体からの要請による営業活動制

限下での人材不足及び採用コストの増加など、依然として厳しい状況が続いております。

このような状況の中、当社グループは、『あらゆる人の幸せに関わる日本一のおもてなし集団』というグループ

ミッションのもと、より多くのお客様におもてなしによって感動を提供する為に、優秀な人材の確保及びサービス

力向上に注力するとともに、新型コロナウイルス感染症の予防対策を講じながら営業を行ってまいりました。

飲食事業においては、新規出店および既存店の業態変更、既存店のサービス力向上及び店舗オペレーションの改

善、自社アプリなどの会員獲得によるリピーター客数の増加に継続して注力してまいりました。

新規出店・業態変更に関しては、神奈川県エリアへの新規出店（屋台屋博多劇場横浜店）、ドミナントエリアへ

の新規出店（韓国屋台ハンサム町田店、大衆ジンギスカン酒場ラムちゃん亀戸店）およびアフターコロナにおける

ニーズに対応した、にのや業態の新規出店（寿司トおでんにのや大門店）のほか、既存店のこだわりもん一家船橋

店を「寿司トおでんにのや」に、屋台屋博多劇場本川越店・新橋店を「韓国屋台ハンサム」へ業態変更し、Remo

cafeおおたかの森店およびこだわりもん一家成田店を閉店したことにより直営店は合計で74店舗となりました。

前事業年度においては、緊急事態宣言及びまん延防止等重点措置の発出等を受け、全店で臨時休業及び酒類提供

の自粛を含む要請の範囲内での時短営業を実施いたしましたが、当第３四半期連結累計期間においては、全店通常

営業を行いました。

その結果、既存店（屋台屋博多劇場業態・こだわりもん一家業態・大衆ジンギスカン酒場ラムちゃん業態）客数

は前年比157.5％増となり、既存店客単価は前年比0.1％減で推移し、既存店売上高は前年比157.2％増となりまし

た。

ブライダル事業においては、近年、結婚式のニーズの多様化により少人数婚のニーズが高まり、婚礼１組当たり

の組人数が減少傾向にある中、婚礼の主力広告媒体との連携強化による来館数・成約率の向上、サービス力向上及

びコスト削減、宴席の新規案件の取り込み及びリピート客数の増加、レストランのサービス力、商品力の向上及び

新規客数の増加にも継続して注力いたしました。

その結果、施行件数は新型コロナウイルスの感染拡大以前の2020年３月期の同期比では減少したものの、前年同

期比では大幅に増加いたしました。また、感染予防の観点から依然として少人数での挙式が多い状況ではあるもの

の、組人数・組単価は徐々に回復し、前年同期比で増加いたしました。

以上の結果、当第３四半期連結累計期間における売上高は6,216,758千円（前年同期比111.3%増）、営業利益は

114,708千円（前年同期は営業損失580,321千円）、経常利益は101,905千円（前年同期は経常損失590,443千円）、

親会社株主に帰属する四半期純利益は45,224千円（前年同期比87.5％減）となりました。

セグメントの業績を示すと、次のとおりであります。

① 飲食事業

売上高は4,683,552千円（前年同期比149.9％増）、セグメント利益（営業利益）は9,993千円（前年同期のセグ

メント損失（営業損失）は445,353千円）となりました。

② ブライダル事業

売上高は1,533,205千円（前年同期比43.6％増）、セグメント利益（営業利益）は91,771千円（前年同期のセグ

メント損失（営業損失）は138,840千円）となりました。
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（２）財政状態に関する説明

(総資産)

当第３四半期連結会計期間末における総資産は、敷金及び保証金が194,073千円、繰延税金資産が22,892千円減

少したものの、現金及び預金が34,418千円、有形固定資産が48,590千円、投資その他の資産のその他が172,353千

円増加したことなどにより、4,708,217千円（前連結会計年度末比49,493千円の増加）となりました。

(負債)

当第３四半期連結会計期間末における負債は、買掛金が67,033千円、１年内返済予定の長期借入金が102,273千

円、未払金が47,974千円増加したものの、長期借入金が263,172千円減少したことなどにより、4,045,294千円

（前連結会計年度末比15,041千円の減少）となりました。

(純資産)

当第３四半期連結会計期間末における純資産は、新株の発行に伴い資本金が4,419千円、資本剰余金が4,419千

円、親会社株主に帰属する四半期純利益の計上に伴い利益剰余金が45,224千円増加したことなどにより、662,922

千円（前連結会計年度末比64,534千円の増加）となりました。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

当第３四半期連結累計期間における業績が概ね当初計画通りに進捗していることから、2023年３月期の業績予想に

ついては、2022年５月13日公表の「2022年３月期 決算短信〔日本基準〕（連結）」に記載の予想を変更しておりま

せん。
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：千円)

前連結会計年度
(2022年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2022年12月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,088,626 1,123,045

売掛金 177,235 261,794

その他 259,632 183,783

貸倒引当金 - △191

流動資産合計 1,525,494 1,568,431

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物 2,222,835 2,317,353

減価償却累計額 △785,155 △843,894

建物及び構築物（純額） 1,437,679 1,473,459

その他 815,767 885,375

減価償却累計額 △590,913 △647,711

その他（純額） 224,854 237,664

有形固定資産合計 1,662,533 1,711,124

無形固定資産

のれん - 5,954

その他 6,573 3,196

無形固定資産合計 6,573 9,151

投資その他の資産

敷金及び保証金 989,370 795,297

繰延税金資産 385,931 363,039

その他 88,820 261,173

投資その他の資産合計 1,464,122 1,419,510

固定資産合計 3,133,229 3,139,785

資産合計 4,658,723 4,708,217
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(単位：千円)

前連結会計年度
(2022年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2022年12月31日)

負債の部

流動負債

買掛金 185,849 252,882

1年内返済予定の長期借入金 876,058 978,331

未払金 368,341 416,315

未払法人税等 4,695 7,063

資産除去債務 - 12,019

その他 253,490 277,014

流動負債合計 1,688,434 1,943,626

固定負債

長期借入金 2,020,483 1,757,311

資産除去債務 290,356 285,388

その他 61,062 58,968

固定負債合計 2,371,901 2,101,667

負債合計 4,060,335 4,045,294

純資産の部

株主資本

資本金 50,000 54,419

資本剰余金 932,874 937,294

利益剰余金 △397,534 △352,310

株主資本合計 585,340 639,403

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 - △2,271

その他の包括利益累計額合計 - △2,271

新株予約権 13,047 18,686

非支配株主持分 - 7,103

純資産合計 598,388 662,922

負債純資産合計 4,658,723 4,708,217
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第３四半期連結累計期間

(単位：千円)
前第３四半期連結累計期間

(自 2021年４月１日
　至 2021年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 2022年４月１日
　至 2022年12月31日)

売上高 2,942,298 6,216,758

売上原価 1,089,657 2,124,761

売上総利益 1,852,641 4,091,996

販売費及び一般管理費 2,432,963 3,977,287

営業利益又は営業損失（△） △580,321 114,708

営業外収益

受取利息 1,006 188

助成金収入 - 5,523

利子補給金 3,306 3,059

その他 1,067 3,088

営業外収益合計 5,380 11,859

営業外費用

支払利息 13,102 13,860

支払手数料 1,038 9,200

その他 1,361 1,603

営業外費用合計 15,502 24,663

経常利益又は経常損失（△） △590,443 101,905

特別利益

助成金収入 1,693,713 -

特別利益合計 1,693,713 -

特別損失

減損損失 - 8,886

店舗臨時休業等による損失 627,653 -

固定資産除却損 2,533 7,906

解約違約金 - 6,600

特別損失合計 630,186 23,393

税金等調整前四半期純利益 473,082 78,512

法人税、住民税及び事業税 6,099 8,419

法人税等調整額 104,481 23,312

法人税等合計 110,580 31,732

四半期純利益 362,502 46,780

非支配株主に帰属する四半期純利益 - 1,555

親会社株主に帰属する四半期純利益 362,502 45,224
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四半期連結包括利益計算書

第３四半期連結累計期間

(単位：千円)
前第３四半期連結累計期間

(自 2021年４月１日
　至 2021年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 2022年４月１日
　至 2022年12月31日)

四半期純利益 362,502 46,780

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 - △2,271

その他の包括利益合計 - △2,271

四半期包括利益 362,502 44,508

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 362,502 42,953

非支配株主に係る四半期包括利益 - 1,555
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

（追加情報）

（新型コロナウイルス感染症に関する会計上の見積り）

前連結会計年度の有価証券報告書の(重要な会計上の見積り)に記載しました仮定に重要な変更はありません。

（グループ通算制度を適用する場合の会計処理及び開示に関する取扱いの適用）

当社及び一部の国内連結子会社は、第１四半期連結会計期間から、連結納税制度からグループ通算制度へ移行し

ております。これに伴い、法人税及び地方法人税並びに税効果会計の会計処理及び開示については、「グループ通

算制度を適用する場合の会計処理及び開示に関する取扱い」（実務対応報告第42号 2021年８月12日。以下「実務

対応報告第42号」という。）に従っております。また、実務対応報告第42号第32項(1)に基づき、実務対応報告第42

号の適用に伴う会計方針の変更による影響はないものとみなしております。

３．その他

継続企業の前提に関する重要事象等

新型コロナウイルスの感染拡大の影響により、飲食事業における消費マインドの低下やブライダル事業における婚

礼挙式の延期・キャンセル、組人数の減少、各種団体パーティーなどの宴席需要の減少などが発生しております。そ

の状況下において、当社の連結子会社である株式会社一家ダイニングプロジェクトにおいて前連結会計年度まで２期

連続して営業損失及び経常損失が発生しております。当第３四半期連結累計期間において営業利益及び経常利益を計

上しているものの、新型コロナウイルスの感染拡大の影響は未だ収束時期が不透明な状況が続いております。これら

の状況から、当社及び当社グループは継続企業の前提に重要な疑義を生じさせる事象又は状況が存在しているものと

認識しております。

そのような状況下において、当社グループは当該重要事象等を解消するために、アフターコロナにおけるニーズや、

テイクアウト・デリバリーに対応した新業態の開発及び新規出店、既存店舗の業態変更、既存店のサービス力向上及

び店舗オペレーションの改善、自社アプリなどの会員獲得によるリピーター客数の増加に継続して注力するとともに、

賃料の減免交渉、各種コストについて不急の案件のコスト削減などによる収益改善に加え、取引金融機関との協議を

継続して行い、資金の借入を実行することで必要な運転資金を確保し、財務状況の安定化を図っており、継続企業の

前提に関する重要な疑義を生じさせる状況が存在するものの、重要な不確実性は認められないと判断しております。

新型コロナウイルス感染症の影響は、徐々に収束に向かい、売上高が回復していくと仮定しておりますが、2023年

３月期を通じて影響は残るものと考えております。

　


